
- 1 - 

市民協働研究会提言書【第１部】 

 

「市民へのアピール」 

― 市民協働のまちづくりをはじめてみませんか ― 
 
市民のみなさん。 
江南に住んでいるみなさん、江南に通勤、通学しているみなさん、江南にかかわ

るみなさん。 
 わたしたちのまちは、人々の長年にわたる努力によってつくられてきました。 
 そして今も毎日、市民の願いを実現するために、江南のいたるところで、まち 
づくりに取り組む市民の活動が続けられています。 
 そういうさまざまな活動の中の一つのかたちとして、市民協働という新しい方法

によるまちづくりを提案いたします。 
 市民協働とは何でしょうか。 
 それは、まちづくりを成功させるために必要な運営ルールをもって、市民が共に

知恵や力を合わせて活動することです。 
 
[市民協働の運営ルール] 
①“こんなまちをつくりたい。こんな活動をしたい”と思う市民が、まちづくりの

具体的な目的や目標をもって集まり、まちづくりのテーマごとに市民協働の組織

をつくって実行します。 
② 子どもから大人まで、職業や国籍などにかかわりなく、だれでも自由に参加 
できます。さまざまな団体に所属している個人や代表者も一人の市民として参加 
できます。 

③ 自分の頭で考えて発言し、人の意見をよく聞き、たがいの意見を尊重します。

重要な方針は、みんなが納得できるまでよく話しあって合意して決めます。 
威張った態度や行動は控えます。 

④ 市民協働のそれぞれの組織の中では、みんなが交替で自主的に役割を分担し 
あって、対等な関係で運営します。 

⑤ まちづくりに関する情報は、いつも、広く伝え合います。 
 
だれでも、共に、人間らしく、しあわせに生きることができる江南のまちを 

つくっていくうえで、市民協働は、実際に役に立つ方法の一つになるでしょう。 
 市民のみなさん。 
 市民協働の方法をとり入れて、まちづくりをはじめてみませんか。 


